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さる195郎臣こ日た製作所よりマニラ鉄道へ納入した3等客車の振動性能などが非常に払沖を博したため,良

堂串5｢両がさらに1ト立製作所へ発注されたものである.-ノニラほ■鋸乱 多掛ご,また迫床の保守滝徹底してい

ないにもかかわらず車両の乗心地に対Lては特に軌､要求かある｡Lたがって,ニの食電車は､これら悪条件

を克服するため､-マニラ鉄道と密接に技術的な連絡をとりながド)設計,製作したものである｡ここに,この食

官軍の概要,構造おエび各価試

ト 結

この食常巾5示†･jのうーナJ,l両は1

言

について述べる｡

食常申として,

特にその`j~f内デザインは一一一作されたもので,明るく,

近代的で濠郵たもので舟,る 他の4両は,1･3等温

城食常申で,室内のカラーデザインは2両ずつ適っ

-~ており.二♂う申の1等食常は前記1等食常申のデザ

インとは多少趣きな異にしている また3等食骨ほ

民情に則した実同性をも辛J,ともにマニラ殊遇にお

ける在二来食常申の観念む脱却した斯い､試みが各部

に採り入ノ子1FノJtている｡二れら食馬車の特長とする

とここそ)∈･エ. 心地仁王もナjろんのこと,防軌 防音に

対しても十ガ考啓して設計.製作さ一汁ている√〕1等

食常にほR立製作所製冷房装屑競灘付け,また夜間

の照明は蛍光灯の間接照明方式キ採用し,宅内をや

わらかい薄ついた感じにしている｡この日立列弔冷

房装置は,輸出車両としては最初の試みであー).目

立技術キ遺憾なく発揮している｡

2.主 要 々 目

1等食堂車およぴ1･3等食堂車の外観は第1～2図

に,主要々日は策1表に示すとおりである｡

観外の草堂/芹等

3.車体各部構造

食堂車として,特に変っているところの泉を説明する｡

3.1熱絶縁構造(舞3図参照)

防熱に対してほ特に注意をはらい断熱効果のすぐれたスプレーア

スベスト(リンペット)を,すべての屋根板裏耐こ20mm,また冷房

装置を設けている1 食堂の外板裏面にも20mmを,そのほかの箇

所には10mm厚さを入念に吹付けている｡これら断働材ほ水気を吸

収しないよう側柱,腰帯,タルキ,長ケタに通風穴を明け適度の換

気を考慮している｡

3.2 内張りおよび床

内張りほ1等窒ほベニヤヒッターライトを3等茸はポリエステル

ハードボードを使用し,床は洗面所,料理室を除きすべて1.2mm

キーストンの上面に詰物としてセメントを敷き詰めその上面には上

張りとLてリノリュームを張っている｡料理室の床ほキーストンの

上面に4･5mInの縞鋼板を票り路面のすべりを防いでおり,また洗

面所は1･6mm鋼板の上に2mmの突起付ビニールシートを張った

構造である｡

*

日立製作所笠戸工場

第2阿 1･3 等 食堂 車 の 外 観

第1表 食堂車主要要 目

3.3 恋お よび戸

l等食堂は冷房するので外部との熟絶縁のため側窓を二重ガラス

窓としている｡外側窓は上昇式とし,内側窓はガラスの清掃および

外気を取入れるために便利な内閲き窓にし-ている｡これら側窓ワク
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2Jタト放

スフレーアスベスト
(リンペット)

第3図

1フ∠キーー朴ン7いト

絶 縁 構 造

第4図 1等食滞こ(1等食骨車)

は軽合金製とし5mm厚さの透明ガラスを倖用し/~二｡

1寄食堂を除いたすべての側窓は,外側から網戸,ガラス戸,

ロイ戸の三重構造となっている｡

1等室と料理宅との仕切りには料理の出し入れ用として上昇式仕

切ガラス窓を設けている｡両卓とも前後の貫通引戸および料理宅の

側出入口関戸は鋼製で,特にこの3筒所の戸はM･R･R･よりの要望

で外部からの盗難防止のため,精巧で堅ろうな錠を装備した｡

1等食堂車の各仕切戸は軽合金■製ドアとし,アルマイト仕上して

ある｡また1･3等食堂車の場合はベニヤヒッターライト張り構造で

ある｡1等食堂の側窓には燐引力ーテソを設けている｡このカーテ

ンほ1等食堂車はもちろんのこと1･3等食堂車4両のうら,半数ず

っ色,模様などを変えて,それぞれ室内色にマッチさせている｡

3.4 食 堂

華麗なふんい気が要求されるこの部 は種々新い､試みが施され

ている｡たとえば綿密な色彩計画のもとに種々の色調が選定されて

いること,特に1等食堂のテーブルを取はずせば車内でバーチーが

行われるなど在来の食堂車にはみられない設計,構想を取入れてい

る｡また内張りをはじ軋 テーブル上張り,椅子張り,カーテンな

ど名車ごとに色調,模様を変えるなど大きな特色をもっている｡

3.4.11 等 食 堂

この部屋のみ冷房を施しており,一天井灯はすべて間接照明で,

すぐれた照明効果をあげている｡また 理室との仕切壁には合理

的な飾だなを設置し,車掌室寄り内妻にはモダソな電池時計を備

えている｡

1等食堂車の1 食堂には12テーブル,1･3 食堂車の1等食

堂には6テーブルを設置した｡このテーブルは10mmの耐水べニ

第51≡く11等食菅(1･3等計菅車.)

第6図 3 等 食 堂(3等食僅申)

ヤ根に卜張りとLて1.6nlmのと､ソターライトを張り鋼彬製′乱射

で組､■-′二て,車体の側壁に片描ちで取付けてあり,取ほずし･~叶能な

構造としてある｡

3.4.2 3 等 食 堂

長手中央のカウソターをはさんでそれぞれ料理室と3等食堂が

ある｡この3等食堂はカウソタを設けたスタンド式の食堂で1等

食堰とはまた別のふんい気をだした｡20卿の九椅子はカウンタに

平行して設置され,仕切壁寄りに勘定室を設けている｡テーブル

仮にほ30mmの耐水ベニヤ板を使用し,さらに上張りとして1

mmのステンレス仮を接着した｡このカウソタの乗客側ほ4mm

の黒色ポリエステル化粧板(モダンボード)を張り,落ちついた

感じを与えている｡

3.5 料 理 室

食堂車の心臓部ともいえるこの料理窒は諸設備を使いやすいよう

配置した｡すなわら料理室の中央側窓寄りにガスレソジを据付け,

その両側にそれぞれ調理テーブル,流しを配匠しそのほか水冷蔵庫,

食品だな,食器だななどを適当な箇所に取付けている｡この料理室

諸設備を大別すると調理設備,配膳設備,流し関係,給水装置,そ

のほか付属設備である｡

3.5.1調 理 設 備

料理室の中央側窓寄りにガスレンジを け,その上部に 気,

熱気,臭気を車外へ排出する装置として天がい,および排気扇を

装備している｡このガスレンジは,プロパソガスを燃料とし効

率,構造はともにすぐれた設計が施されている｡レンジの外面は

ステンレス板張りであり,内面は鋼板張り構造で2組の大形バー

ナと1組の中形′し-ナを設けている｡この大形/ミーナは二重式で

必要に応じて内/ミーナまたは外′し一ナを個々に使用することも可

能である｡これらバーナの下部には2組のオープソを設けた｡
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第2表 ガ ス レ ン ジ 仕 様

∴

プロパンガスボソベは45kg入2木を設備できるようにしてい

る｡

弟2表にガスレンジの仕様を示す.,

3.5.2 配 膳 設 備

配膳はステソレスを張った4個のテーブル上耐で行う｡

3.5.3 流 し 関 係

いl迂串ともそれぞれ2組の流したを側窓嶺巧に設けている｡こ･ノ)

2組の流しはステンレス製でともに~F部は物人れあるいはたなと

して使用することができる｡

3.5.4 給 水 装 置

流しおよび飲水タンクへの給水ほ床下の主水タソクから行う

が,この主水タンクからちりこL器を経て炉過された水は料理墨

の昧を貫通して立ち上り,三方コックを通って2組の Lお⊥Jこ

飲水タンクへ給水できる｡この2組の流しにはそれぞれ泡沫ノ･しJ

ックを取付けている｡

3.5.5 付 属 設 備

木製水冷蔵庫を1寄食堂車に大形2組,1･3寄食堂単に大形1

組,小形1組をそれぞれ据付けている｡庫内はさびないようステ

ンレス板を張り,外面は鋼板に白色塗粧仕上げを行っている｡ま

た熱絶縁材ほ効率のすぐれたモルトプレソを選定し,冷蔵席とし

ての性能を十分発揮している｡料理室側肘入口の近くにほアノし

製の食品だな,および食器だなを設けている｡

3.る 車掌室,化粧室,警乗員室

両車とも車の前位寄りに車掌室と化粧室をrr肌､合わせて設け,ま

た1等食堂車には警乗員室を設置した｡これら各室にはそれぞれ必

要な設備部品を備え,特に車掌室には,列車内の放送用ラジオアン′

プが間けるような構造になっている｡

結 装 置

連結器は柴田式自

開放は簡単に

しているので巾句の連結およひ

作できる｡また緩衝袈筐ほ性能のすぐれた日立式ゴ

衝器を採用した｡

また前後の貫通部にはブルマン形のホロを装仙している｡

5.ブレーキ装置

ブレーキは自動隙間加減器什の客車用ウェスチソブハウスノノ人の

空気ブレーキを採用しており,ブレーキシューヘッドおよびプレ∽

キシューは M.R.R. 準形のものを使用している｡このブレーキ

装樫のブレーキツリソダ圧力は常用の場合601b′･■in2,非.附)場合85

1b.■in2とし,ブレーキカは,ともに空車重電の90%カ雄捏-ノれるよう

計批正 U
たし また両中とも後付∵ぷ外奥のl川柳こ手プレー十干,小二宰

弁装躍もぷけている｡

る.水 揚 装 置

食堂申は多量の水を必要とするので特に1,二う901人りの人形水タ

ンクを床下に装備し,料理重用,洗面所,各飲水タンクおよびユニッ

トクーラへそれぞれ給水できるよう配管している｡この水々ンクに

は内外とも亜鉛メッキを施して防錆な考慮した｡

ーー68

7.換 気

評
‡;′入

山刊 第4:う巻 第5 り

装 置

ニi′:粍i-h.い㌻杵埋寮の換烏とLてほ押込通風ノブノし′ン採十l-jL∵てい

る_ノすなわ〔)廟･t頼)後部犀惧卜に角形の油帆器を.制一日引十ル向いか

′′いニカlカ､J)Fノす,外気ほこの通風器かドJ押込まれ大什ダクトを通り

一に再へ_洛散される.この通凰器は現地特有のスコールに刈･しても絶

体漏水せぬような構造のものである｡

房 装 置

冷扉裳粁ほ榊肘【~灘戯苗,払酢掛軋 ソH摘紺櫻澗1式な1個り)

キャビネットJ軸･二)rW)たセノLフコンテント式のものて15,150kcal′ll

丑冷扉能〃万有L l′寄食堂中には2f㌻,1･3や食′章中には1子～の

基描か車l両のJ]三卜に装備され,調和された乍1いよ本装置か仁_)車体IJ､J

〃)ダクトを迫って宵ヰ納に送ら′言しる.=,本矧榊)電気制御ほ中二両内に

躍かれた配電髄で子~り〕Jtるっ電が和まてこラ鉄道に▲おいてすでに使用

されている冷房袈繹と何様に列前に編成されている荷物車の発電装

躍で,三相交流60c..･′s220Vが供給される.Jll=こにこの装置の概要

左紹介する｡

8.1 冷 房 負 荷

てニラ付近の気候は第3表にホすと.bり■高温須凝であり,大腸廟

I〕､r熱畝甘実測資料からみて日本抑ノ引こ比/へミて125㌔租豊であって,

冷扉魚苗ほ力､な【)過齢な射′トである｡第4表に1等食貨車お｣二ひ

1･二う等食堂車の1等もについて冷房負荷を臥1-1した結果を小す｡

8.2 冷房装置の仕様

本冷房 置の仕様は舞5表にホすとおりである..

8.3 冷房装置の構造

8.3.1概 要

このユニットクーラは第7～9図に′Jミ･すように必l叩こ射止て仁)

′巨′′ニリグ抑二密閉式圧縮機,凝締裾,
′Jモ発器,送風機,電動機た

第3表 マニラにおける月別沌,L掛.一生衣

第4表 冷 房:負.荷こ 訂一算二拙
-リミ

1等 食 堂 ヰ

外部からの侵人熱り二

乗客発1二 熱トミニ

新鮮空気冷却熱蔓l上

絵 冷 房 魚 イ∵f

48人

9,5()Okcalノノ■h

6,500kcal/h

12,200kcal/h

28,200kcal/ll

ただし計鼻麒準ほ次による
外

1i

換気

状 態:滞度35つC,相対湿度00%
内 状 態:溢地28コC,相対湿度55%

q竪: 1人当り 20mざソh

1･3等食i㌣卑1等※

24人

5,000kcal′′h

3,250kcaレh

6,IOOkcal/h

14,350kcal/′h

乗客発′卜熱1人､1り135kca仁-11(田仲からの発′巨熱を含む二l

餌ン新デ空
､

気□

･フィルタ

第7図

ー
h
lツ

ニユ ク
ー

(1)



第5表 冷 房 装 置二の 什 様

鉄

形 式

良 さ×幅~･<高 さ

7に

熔

冷 却 能

源
装
力

FTU-550-3

2,385ヾ1,403ズ647

i相愛沈220V f与りc.′s

黒

15,150kcal.ノhr瀾潮風度5げC,

縮

機

形

シ

冷
澗
電

椚

水
器
付
ノ
■

舶

指

リ

送
迷

式

タ

媒
式
機
式
枯
質画
材

ン

面

機
機

動
､電

圃
磯

風

脹

l L

ム叶

形

l上 面 而

式
桔

ソ イ ン 材 質

送 凪 磯

送風機`電動機

凝縮器冷却臥

新鮮外気取入Il

蒸 発 器 人11

蒸発温度9ウC.)

FSVV4密閉旺縮機

4cy/s. 52mmゥろX42mm

R-12

内接ギ守守ンノによる強制洞椚

∴三相誘導電動機5.5kW4極,220V6りc/S

イし--ト~′イし形妹制空冷式(汗水岩罠イ中

り.69m⊥:

銅 板

画吸込形多翼式125m鈷/■min･27mmA(1

用庸湧庵働機2.2kW4極220V6()c/■′s

外部イ｣ライサーーー温性式

内約形か週網式

ノし一ト′仁/杉直接彫脹強制通風式

0.28mコ

7′lミ似

け吸込形多異式`ぷ動機直忍 30m8/ノmin･50mlnAq

--ミ相済ユ導電動機1.5kW4塵220V60c/′′s

銅カッノミ一り㌧-′L人P)/こ一-′ネソト武

一わッ′､-∴り--′り､りハーー､′~?･ント式

拘銅網

･11~変ビ･ソナ形手垂加調節式

形式DPSl()4MK

凋掛l-.ノJ畠什側15.りkgノCm2g

伏J_上州1.Okg/cm2g

制
御
装
置

収`杏 機 才;‡

7■は度 凋 節 岩音

息低圧連欣喜十

圧力三†閉塞井

猛れ止

形式 LPSl18

調整げ力 接13.5kg/′cmゴg

断11.5kg′･′cm2g

托水=潤磁舟

レシー/く一司~潜梓

芯軋恥遮晰器,電瀾灘閉船

押釦メイソート,悼′Jこ灯

フ_L--ズ上端+否

形式L6018D 2-Stage ′､:｢Tl/:/L･製

高圧圧れスイ･ノブ

高低圧圧力訂

毒軌枚/＼-ス調整ボルト

レシーバ人口汗

ンー/†現さ冨

レシーバ出口井

/

ノ硯箱一室

送r軋観排気口

第8怪l ヅ ト ク

空気調和官

ストレーナ

ラ (.2)

迫

十†-肥7
＼

､･:､･.
イ士t刀根

堂 659

どを肘叶卜亡,凝縮1ミと空気調和境とは断熱礫でf-l二切られ1いる0

車体とほユニットクーラのワクで台ワクにボル川けされるu

各機器ほ動■■･匠二♭り-る振動腐考慮して楓刺こ製n剰寸けられて

いるl)ノー仁縮機ほ掛こ振動源となるのでワク組に防振ゴムで封持

什,さ付こ日灘機のPl二批吸人管路にたわみ管を使用して耐振構

造としている｡カノミーには点検ドアがあり各部機器の操作点検が

容柳こできるようにした｡

制御蓑田は中軸こ取付け仁)れた配電盤,温度調節器で構成さか

こにットクーラl人Jの保′糾】の圧力開閉器とともに自動制御をf√

一_)ている‥

8.3.2 冷;棄サイクル

J一二_ツトクーーラほ冷媒としてR12(CCl2F2)を使用し弟10図

に′J汁㈲東サイクノしな構成している｡本丸℃の車両用冷房袈閉局

サイクルを構成する各機器の組ご.亡て配管を■l渇仰こおいで宣成で

きるので各機器の厳重な耐正気碑

密な耐圧気締

験はもとより配管組､l′二級に厳

真空･乾燥を･行うことができるr､

弟10図の系統柳こ′Jミされているようにこのユニットクー~ラほ

蒸発器が2通路に分けられでい),各通路に温度式自動膨張弁な

備え,さ仁_)に膨張弁人口側のおのおのの管路に電磁弁がある`｣こ

の2個の電磁弁のうち一プノを閉じることによって蒸発器1通路の

榊其の勅L糾汁させれば蒸発器人IIの空気温度が向~`であィーて

.も蒸発詩昔への通牒牒:む減少づせないで冷却儲け′5了減少させること

ノ小一(フきる.〉
8.3.3 電 気 系 統

この冷房装昭は三相交流60サイクル220ボルトの電源を必要と

する｡この食堂車は発電装楳をもたないが列車に編成され･ている

荷物車こあるデ仁一ゼル機関交流発電装躍から給電されるD

弟11図に本給り櫻澤の電知‖一路結線図な示すu これは1･ニ享等

倉常車川の場合で,ユニットクーラな2子沌する1等食堂中二の場

合ほ電動機ガ2ハ分で2ぃとなり,制釧･り路ほ弟11図の回路と

同じものがさらに1糾追加される､｣

産気系統ほユニットクーラ再の電動機,電磁允圧力開閉器お

ょび鮎′電解機片詩,相生調節器と昧1㌔瑠険用切換えスイッチで構成

さ′れている.〕

(l)配 電

第12･､､､･13図にl･ニi等無骨11川配慮態の外観ふよびlノ1部レJ廿

配電盤伸こほ冷捌欄=H機器のほかに一般相として扇風艶換1も

屈,電灯のスイッチが人れられているし)

†′ノン7ラフ

媒圭寸入升

/指雄弁

一乗泡忍開法凧挽

･∴･､∴

配電備前部にユニ､ソトクーラ操作斥け)押ボタンスイ

､ソチかあり,これを押すことによ-)趣臥
掛l二を拙作

できる｡またこの_卜にユニットクーラの動作状態せイ

す標示灯がある｡

(2)試験用切換えスイッチ

朕卜でユニットクーラむ操作点検するときに供川す

るもので,子ド7クに肘＼rけられたユニットクーラ‖=1

線/~)なぎ柿に付けレ).れている二〕

(:り 姑=要調節器

混度調節器ば桁刑のリクーーンニノト歳吸込Ilに躍か

れ,J端ノ描度によ一つてユニットクーラの蒸発器の仝旭

路運転｣ 通路､1仲姉別虹bよび冷わ沖洲二な】′l動的に制御

する2捜階湿度.猟節器~ごあるl_j

節9lズlユ ニ

ットク
ー

ラ(3)
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高低圧圧力スイッチ

＼､凝絹芸

高圧力ス東成

高圧戎系鮨

侭屠カス系統

低圧液釆疏

水.電 線

油 系 統

レンーノ

尭暴

膨脹弁

ストレーナ

(ドライヤ【)

ガス封入弁

第10図 冷凍サ イク ル系統図

貧発罠送風機 ･て､･･- ､ご ､､∴

薫発署速風姥

(4)圧力開閉器

高低正圧力開閉器33DPと注水用高圧開閉器33LP

がユニット内にある｡高低圧開閉器33DPは冷凍サイ

クル高圧側圧力が異状に高く(15kg/cm2g)なった場合

および低圧側圧力が異状に低く(1kg′/cm2g)なった場

合に作動し圧縮機を停止する｡低圧側は1.8kg/cm2g

以上になると自動的に復帰するが高圧側は手動復帰に

なっている｡

注水用高圧圧力開閉器33LPは凝縮圧力が高く(13.5

kg/cm2g)なると接点を閉じ注水用電磁弁20Wを作動

させ,凝縮器に注水して凝縮圧力を下げ,圧力が下が

る(11･5kg/cm2g以下)と自動的に注水を停止する｡

8.3.4 車体との連結,ダクト構造

ユニットクーラは車両の台ワクに取付けられ,客室

内とはダクトによって連結されている｡その構造を舞

】4図に示す｡ダクトとユニットのリターン空気口,冷

スナ･ノブスイッチ

富力/ヾ-

第12図1･3 等食堂車用 配電盤

:急伸‡糾わ 〟J･fス
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>

___｣一

朋ガー√

f

凝縮器送風機 圧縮膿

第11図1･3等食堂車用冷

スナ･ソ7スイッチ

ハンドル

ヒューズ 端子台

膿示火丁

押ぽたんスイ･rチ

忠カバー

一娘用 ユニットクーラ用

第13図 1･3等食堂車用配電盤内部

房回 路結

標 示 火1

押ほモんス√′テ

奄相聞聞置

電施開閉昌

張 子

動 機

弁
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風吐出口とは,ユニットの車体への取付けとともに自動的に完了

する｡

ユニットクーラを出た冷風は車体の立ち上りダクトを通って天

井ダクトに入り吐出口より室内に均一に分布される｡室内からの

リターン空気は立ち上りダクトの客室中心側に設けられたリター

ン空気ダクトに直接吸込まれユニットクーラに帰える｡客室の天

井ダクトの各吐出ロには調節可能なダンパを設けて吐出風量が均

一になるよう調節できる｡
8.4 試 験 結 果

ユニットクーラの試験は恒温室においてマニラ鉄道現地の温度条

件のもとで行った｡現車試験は車両完成時期の関係で冷房運転がで

きず,風量の測定のみ行った｡

8.4.1:外気温度変化の影響

第15図は外気温度の変化に対する吐出圧九 吸込圧力,冷却

能九圧縮機電動撥入力の変化を示したもので,蒸発器入口空気

温度ほ外気温度と室内温度の関係を考慮して変化させた｡

外気温度35OCの標準条件のもとで冷却能力15,500kcal′/hを有

し,電動機入力ほ6kWで定格出力5.5kW効率85㌔とした場合

の入力6･47kWに比べて十分連続運転を保証できる｡

空冷凝縮器を使用しているこのユニットクーラほ外気温度が上

昇した場合にも吐出圧力が高過ぎないよう考 した設計をされて

おり,現地の最高温度に相当する外気温度400Cの結果は冷却能力

15,800kcal/h,吐出圧力12.8kg/cm2/g,圧縮機電動機入力6.45

kWであるから現地の最高気温のもとでも安全に運転できる｡

8.4.2 蒸発器通路の半減による冷却能力の変化

弟16図にユニットクーラの蒸発器半減運転と完全運転との場

合についての冷却能力を示す｡試験の結果,冷却能力は蒸発器入

口温度が等い､場合に約70%に減少させることができた｡

この能力の減少は圧縮機の吸込圧力の低下,膨張弁通路の減少,

蒸発器有効伝熱面桁の半減によってこの冷凍装置の平衡した結果

である｡50%に有効面積を半減した蒸発器が完全運転の場合の

1･4倍に当る伝熱効果である冷却能力70%で平衡したことについ

て,推定できる範囲でいえることは膨張弁が1個になり冷媒の流

量が急激に減少し,圧縮機吸込圧力がこれに伴い低下し,その結

果蒸発温度が降下して,蒸発器有効面積は50%になったが温度降

下分だけ有効蒸発器の能力は増加できる｡さらに蒸発器管内の冷

媒流量は通路半減前より多くなっており,蒸発器管内の冷媒の熱

し糾 し甘

外気温度r℃ノ

第151叉1外気温度変化に対するユニットクーラの性能変化

〔
ヒ
覧
心
髄
朋
戚
糾
□
/
.
鍛
辟
蠍

伝達係数を増加させることになり,これらの増加が総合されて70

%の冷却能力を有効伝熱面積が50%に

得たものである｡

少した蒸発器に発揮させ

圧縮機の吐出,吸込圧力を検討してみると弟16図から冷却能

力が等しくなる吸込圧力は蒸発器が半減した状態のときのほうか

圧力が高くなるので蒸発器の霜付けの可能性を少なくできる｡

8.4.3 現 車 風 量

第d表にユニットクーラを塩辛に取付けて風景を測定した結果

を示す｡この

を確認した｡

果より送風量は計画値を十分に 足していること

1等食堂車は1･3等食堂車の場合に比べてユニット1台当りの

送風量が多い｡これはダクト構造の部分的な違いがあるため1_･3

等食堂車は1ユニットクーラの送風口と車体の立上りダクトの間

の台ワク内曲がりダクトの抵抗が大きいことによる

る｡

車

果と思われ

9.1

この台車はKH-17A形と称し鋼板熔接組立構造のウイングバネ

式二軸ボギーで,食堂車用として掛こ設計されたものであり,次の
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蒸発器′ロ空気温度∠爪(℃)

立

第16匪】蒸発相通路を､11滅し▲た場｢ナと全通路の場合とレ)

ニLニ､ソトクーラの性能の比較

第6表 現単 式 量帆鹸

ような特長をもっている｡

(1)台車ワクほ9mm鋼板をモ休とした全熔接組立ての軽量構

造で保守を便利にした｡

(2)車体支持は,心ザラおよび側受の3点支持とし振動特性の

向上をはかった｡

(3)ノミネ系にはすべてコイルバネを使用,てクラバネにほすイ

ルダソパを併用して,振動特性の向上に留意した｡

(4)各部に防振ゴムを使絹して,高周波振動の車体へのk達を

防止した｡

(5)台車のしゆう動部には耐摩レジンを使用して,保守の簡易
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第191実13等食一業 り･3等食′草車)

化をはかった〔,

弟18図iこ振動特性を示す.〕

9.2 上揺れマタラ荷重試験

_ヒ揺れマクラほ既納3等客車(1958年納入の20両)の場合より一部
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第7表 応 力 値 測定結果

十6.05

十4.33

+6.16

-0.67

+4.03

十8.17

+5.76

応力測定部

十7.86

十5.6:う

+S.nl

- 0.87

十5.24

｣-10.62

十7.49

663

改造補㈲したた汐〕,今トlの荷重試験ほ,この上採れマクラの見な黒

地L,口中ワクは前l･11のものと同形であるから省略した｡

(1)試

試験対象

方法

ヒ揺れてクラ(単独試験)

心ザラ荷重………W=14.385ton

応分酢定･､笠………7筒所

(2)試験結果

第7表に応力伯測定結果を示す｡

10. 装 置

この食堂車の電気力式凋満席用(3相交流220V,60c･′

s)と,一般用(単相交流11.0V,60cノ/s)との2種類の電力

系統に大別し,申端にそれぞれ3心および2心

設け,別々i･こ受電する方式である｡

/草食 軍費
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川面桝

洗面所

1l.照 明 装 置

両申とも1等食堂には蛍光灯を使用し,そのほかの箇

所はすべて白熱灯で好適な照明を施している｡

すなわち1 食堂申の食僅ほ完全な間接照明方式を,

また1･3等食堂卓の1等食堂は大部分の光を天井に向

け,その反射光による全般照明と,テーブル｣二面のみ直

射光を投下する局部照明を併用した半間接照明方式を採

用し,明るく落ついた照明効果を得ている｡雨中の照度

測定 を弟21図に示す｡

12.結 言

既述のとおり,この食堂車ほてニラ鉄迫における在来

食堂 の概念な脱却した新い､試みな各部に取入れてお

り,冷房 抑こは円~立ユニット式クーラを採mしている｡

また室内デザインおよびカラーデザインともに最高級中

として設計され,特にその乗心地については台車試験機

などで確認されており,この食堂車を通して口立総合技

術の粋が追憶なく発揮され,絶大なる好評を博するもの

と信じている｡

＼警乗冒室

測定隼月｢1

車両蘇り一

昭和35年11月101121時00分～21岬30分

7K▼1(~1等食堂車) 7K-2(ト3甘食里中〕

第21卜くl 昭 度 洲

測定トウニ匠 1等牢………床面卜785mm

l･3等セ(1等キミ,中学1i,化桝三寮〕匪面卜……‥785mm

l･3写生〔3等宅,料押呈し勅而l二･･ ･■･1,110mm

定
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